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通信会社、米系コンサル、デンマーク外務省を経て 2020 年より
現職。IoT、AI などの先端技術を利用した社会システム全般に関
するコンサルティングと企業向け成長戦略策定支援が専門。社会
デザイン、デジタルデザイン、人間中心デザインの要素を統合し
た新たなコンサルティング領域を提供している。

グローバルで都市化が進む中、持続可能で環境に配慮した街づ
くりが世界中で展開されている。北欧のデンマークでは、エネル
ギーに加え交通、ヘルスケア、福祉、教育など、全ての領域でスマー
ト化を同時に推進し、市民中心のアプローチを導入してきたこと
が特徴だ。まさに「人間中心スマートシティ」実現しているとい
える。また、スマートシティ開発の際、政府・自治体・企業・研
究機関以外に、市民やデザイナー・文化人類学者等も参画し、多
様性をもって取り組んでいることもユニークな点である（図 1）。
日本とは異なり、スマートシティを推進するクラスターでは産官
学が連携し密に協業する部分をつくり、新しい価値を生み出す構
造的システムをつくっている。代表的な事例として先進的な廃棄
物発電施設（COPHILL）がある。ごみを焼却してエネルギーをつ
くるだけではなく、屋上にスキー場の機能を加え、エリア全体の
スマートシティのレベルを上げた。教育機能も持たせ、この施設
を通じて次世代の環境知性を有した市民を育成していく狙いだ。
全てを統合して街の価値創造を達成し、かつ幸福感も担保すると
いうのがデンマークのモデルになっている。この考え方こそが「包
括的：ホリスティック」であるといえる。

北欧の知恵をどのような形で日本流に改変して、社会実装し、
結果を出すかというのが、私たちの世代に求められている大きな
責務である（図 2）。現在その体系構築の開発に取り組んでいる。
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図 1 スマートシティの理念・目的・現状の比較

図 2 北欧モデルを日本流に置き換える
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